
（別紙３）

～ 令和　８　年　２　月　２８　日

（対象者数） ８名 （回答者数） ６名

～ 令和　８　年　２　月　２８　日

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・楽しくいろんな方と交流できるよう工夫する

2
・さらに多くの利用者さんにリハビリが提供
できるようにしたい

3
・家庭内の悩み等、地域の機関へ繋がるよう
にしたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 求人を出しづつけ、情報収集に努める

2

3

○事業所名 デイハウスみずたま

○保護者評価実施期間 令和　８　年　２　月　１６　日

○保護者評価有効回答数

令和　８　年　２　月　１６　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　８　年　３　月　２６　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

専門職の研修の機会がすくない 職員が不足している

・共生型なので、多世代の方との交流
・高齢者等の方と一緒にできる活動を取り入れて
いる

・看護師が常駐しており、医療的ケアなどある方も
安心して通いやすい。
・理学療法士が常駐しており、リハビリを受けるこ
とで機能訓練を受けるとこができる

・日中を通して看護士が常駐するよう勤務体制を
整えている
・理学療法士がリハビリに専念できるように時間を
設けている

・きめ細かな家庭支援
・メールや電話、面談、送迎時など密にコンタ
クトをとっている
・関係起案との情報交換をこまめに行っている

事業所における自己評価総括表公表


